
 

（第２号様式）   
令和７年４月３日 

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立足柄高等学校長 

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価（中間報告） 学校関係者評価 

（11月 18日実施） 

総合評価（３月 21日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①共生社会の実現
に貢献できる人材
の育成に向けて、
インクルーシブな
学習環境を構築
し、協働的な学び
を通じた相互理解
の深化につながる
教育課程の編成や
学校行事の精選・
充実に取り組む。 
 
②１人１台端末を
効果的に活用した
個別最適な学びの
充実により、総合
的な探究の時間の
充実を図るととも
に、主体的に学ぶ
意欲を高め、学ぶ
喜びのある授業を
実践する。 

①指導と評価の
一体化に向け
て、言語活動を
取り入れた授業
実践に取り組
む。また、総合
的な探究の時間
を抜本的に見直
し、探究的な視
点を養う学習プ
ログラムを構築
する。 
②主体的に学ぶ
意欲を喚起し、
学習に対する苦
手感を軽減する
ことで、学ぶ喜
びを感じられる
よう、組織的な
授業改善に取り
組む。 

①指導と評価の一体化
に向けた研究を進める
とともに、総合的な探
究の時間を含めた３年
間を通した体系的なカ
リキュラムによる学習
プログラムを構築す
る。 
 
 
 
 
②ICT利活用授業におけ
る１人１台端末の効果
的な活用について研究
を進めるとともに、ICT
機器を活用しやすい環
境整備や取扱い方法の
マニュアル化を進め
る。 
②スタディサプリの到
達度テストにおける連
動課題配信機能を活用
し、個別最適な学びを
実践する。 

①総合的な探究の時
間について、探究的
な視点を養う体系的
な学習プログラムを
構築することができ
たか。 
 
 
 
 
 
 
②１人１台端末を活
用した授業の頻度が
上昇したか。また、
その授業方法を職員
間で共有することが
できたか。 
②スタディサプリの
ログイン率・動画視
聴時間・初回正答率
が、昨年度と比較し
て上昇したか。 

①指導と評価の一体化につい
て、担当者間で話し合うことが
できた。 
①学年ごとにスタディサプリや
キャリアナビといった探究学習
のためのツールを導入し学年で
統一した取組みを進めている。 
②１人１台端末の校内貸し出し
方法を見直し、大きなトラブル
なく活用するとともに、より効
果的な活用の推進に向けて、
Jamboardの代替となるアプリケ
ーションについて担当者間で話
し合うことができた。 
②到達度テストを再実施した結
果、全学年・全科目で平均点が
上昇し、基礎学力の向上が見ら
れた。 
②スタディサプリのログイン
率・動画視聴時間・確認テスト
実施数について、いずれも昨年
度より高水準で推移している。
特にログイン率については昨年
度前期の52%から今年度前期は
89%に上昇しており、組織的に
取り組めていると判断できる結
果となった。 

①後期に行われる授業参観週間に
向けて、指導と評価の一体化に向
けた授業研究を各教科で行う。 
①年度末の発表に向けた探究成果
のまとめ作業の中で、より深く探
究する視点を持たせることで、年
度をまたいだ体系的な学習プログ
ラムの構築につなげていく。 
 
 
 
 
②今後、不登校生徒等の学習機会
の確保に向けた取組み等で機器の
使用頻度の増加が見込まれること
から、速やかに対応できる体制を
整えたい。 
②スタディサプリの各数値につい
ては過去２年のどちらにおいても
年度の後半に低下する傾向が見ら
れたので、高い数値を維持できる
よう、継続した指導を行う。 

①朝読書の時間について
は、総合的な探究の時間
としての活用も含め、生
徒が自分で選択して活用
するとよいと考えてい
る。 
 
 
 
 
 
 
②１人１台端末の活用に
ついて、教員の中で、卒
業するまでにどのような
ITスキルを生徒に身に付
けさせたいかという共通
認識があるとより活用し
やすくなるのではない
か。 
②足柄高校の生徒と話す
機会があり、スタディサ
プリでの課題配信が学習
の助けになっているとい
う声を聞いた。今後の活
用に期待する。 

①授業参観週間では、昨
年度より多くの職員が参
加し、指導と評価の方法
について学ぶことができ
た。特に他教科の参観が
増加し、ICT 利活用授業
や教科横断型授業に向け
た意識の高まりが見られ
た。 
 
 
 
②スタディサプリの活用
状況を示す各数値につい
て、年度後半においても
高い数値を維持すること
ができた。 
②ICT 機器貸出し方法や
設定のマニュアル化を実
施し、端末を全職員が活
用しやすい状態で維持で
きている。 
②生徒の端末は自宅での
充電を原則としている
が、充電忘れにより授業
に使用できない場合があ
った。 

①評価のタイミングや方
法について担当者間で差
が出ないよう、継続して
協議を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②スタディサプリの活用
については教師主導で進
められる場面が散見され
たため、個別最適化され
た主体的な活用が拡充さ
れるよう研究を進めてい
く。 
②機器の管理について
は、現在の状態を維持で
きるよう、生徒職員への
周知をはかる。 

２ 
生徒指導・ 
支援 

①生徒一人ひとり
の状況に応じた組
織的な指導・支援
体制の充実を図る
とともに、安心・
安全でインクルー
シブな学校づくり
を推進する。 
 
 
 
②学校行事や部活
動等の活性化を通
して、インクルー
シブな人間関係の
構築に向けた生徒
の主体的な取組み
を促す。 

①生徒一人ひと
りの状況に応じ
た、きめ細やか
な指導・支援体
制を充実させ、
すべての生徒が
安心して学べる
環境の整備を推
進する。 
 
 
②生徒が部活動
等を通して達成
感や充実感を得
ることができ、
心身ともに成長
できるよう、生
徒会や部活動の
活性化・加入率
の向上をはか
る。 

①「かながわ子どもサ
ポートドック」の取組
を推進し、生徒の状況
や課題、ニーズに応じ
た支援を行う。 
①講話等を通して、人
権や生命尊重の意識を
醸成する。特に交通安
全教育において、スケ
アードストレイト方式
の交通安全講座を計画
するとともに、自転車
ヘルメットの着用率向
上に努める。 
 
②生徒会や部活動等の
安心安全な活動を担保
し、学習との両立がで
きるよう支援してい
く。 
②新たな体育祭の成功
に向け、生徒の意見や
発想を尊重し、主体的
な取組みを支援する。 

①学年会議やケース
会議、SC・SSWとの情
報共有や学習環境の
整備を通じて、生徒
一人ひとりの状況に
応じた支援を実施で
きたか。 
①各種講座のアンケ
ート結果等で、生徒
の意識の向上が見ら
れたか。 
 
②部活動の加入率が
向上したか、また安
心安全な生徒会活
動、部活動等が行え
たか。 
②生徒の行事に対す
る充実感達成感が得
られたか。 

①「かながわ子どもサポートド
ック」では、SC・SSWと協力し
ながら個々の生徒の実態に合わ
せた支援を実施することができ
ている。 
①適切な時期に各種講座を実施
し、事後アンケートでは生徒の
意識の向上を確認できている。 
 
 
 
②部活動加入率は53.5％で前年
を下回り、入部率の下降傾向が
続いている。 
②６月に数十年ぶりとなる体育
祭を実施した。手探り状態の運
営ではあったが、生徒の念願で
もあり、活気あふれる行事とな
った。足高祭は９月に実施し、
２日間の来校者数は2,200人を
超えた。コロナ前に行っていた
後夜祭の復活など規模も拡大
し、成功裏に終えた。両行事と
も生徒は一定の充実感・達成感
を得た。 

①教育相談体制の見直しを図ると
ともに、SC・SSWとの連携について
も、教育相談COを中心に、学年の
教育相談担当者とともに適切に実
施をしていく。 
①各種講座のアンケート結果につ
いて学校全体で情報を共有すると
ともに、講座の様子等をWebページ
に公表するなどして、本校の取組
みの周知を図ることが必要であ
る。 
 
②学校の活性化に部活動は欠かせ
ない要素であり、入部率のみなら
ず、定着状況を注視するととも
に、活動状況の校外への発信に努
めていく。同時に、小規模でも充
実感や達成感が得られるような活
動を通して、良い成果につながる
ように支援を継続していく。 
②体育祭は定着に向けて種目や日
程等の再検討を行う。足高祭は生
徒の主体的な発想や活動が見られ
ており、今後もその能力をさらに
発揮できるよう支援していく。 

①自転車の乗り方につい
ても罰則強化となった。
イヤホンをしながら自転
車に乗っている生徒を見
かけたことがあるが、学
校から積極的に働きかけ
を行うべきである。 
①授業を見た際、教員が
生徒の名前をしっかり覚
えているのが印象的だっ
た。信頼関係を築く第一
歩であり、質問しやすい
環境づくりになっている
と思う。 
 
②中学校と高校が合同で
部活動をやるなど、地域
が連携した取組みを考え
てはどうか。 
 

①自転車マナーに関して
ご意見をいただく機会は
大幅に減少した。ヘルメ
ットの着用率は微増して
いるが、今後も粘り強く
指導を続けていく。 
①「サポートドック」で
は、アンケートをきっか
けにニーズのある生徒を
SC・SSWに繋げることが
できた。 
②部活動の活性化に向け
て、近隣中学校の現状や
教職員の働き方改革など
をふまえた検討が必要で
ある。 
②足高祭に体育祭が加わ
り、学校にとって活気あ
る一年となったが、体育
祭は再開したばかりで種
目や運営方法等検討すべ
き点があり、足高祭でも
会場設営や食販団体の決
済方法などに改善が必要
である。 

①定期的な集会等だけでは
なく、HRでも交通ルールや
マナーに触れる機会を増や
し、意識を高める。シルバ
ー人材の活用は次年度も継
続したい。 
①教育相談については、業
務が担任に集中しないよ
う、教育相談COや教育相談
担当を中心とした体制づく
りに努め、ニーズのある生
徒に支援が行き届くように
していく。 
②中学生との交流や地域行
事への参加など、部活動・
委員会、ボランティアの取
組みを検討したい。 
②行事後のアンケートをふ
まえ、諸行事が生徒の主体
的な活動となるよう、生徒
とのコミュニケーションを
図りながら発展させたい。
足高祭ではキャッシュレス
決済導入を目指す。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価（中間報告） 学校関係者評価 

（11月 18日実施） 

総合評価（３月 21日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・ 
支援 

①生徒自身が考
え、進路希望の実
現に向けた行動を
するなど、生徒の
主体性を育むキャ
リア教育を組織
的・計画的に実践
する。 
 
 
②インクルーシブ
教育実践推進校と
して、生徒一人ひ
とりの社会接続を
実現するために、
ていねいな進路支
援を行う。 

①一人ひとりの
進路希望の実現
に向け、生徒及
び保護者との綿
密な情報共有を
行う。探究活動
を通じて、現状
を分析し課題を
明らかにする力
を育む。 
②特別募集で入
学した生徒の社
会接続に組織的
に取り組む。 

①生徒・保護者との情
報共有や進路データの
有効活用、多様な入試
制度に関する的確な情
報提供により生徒の進
路実現を支援する。 
①模試の振り返り等に
より自分の立ち位置を
知ることで向上心を高
め、主体的な進路探究
に向かわせる。 
②３年間の「進路実
践」を中心に、生徒の
自己理解を深めさせ、
個々の希望に応じて幅
広い実習・体験先の開
拓を行う。 

①生徒の進路探究に
向けて、模試の結果
等も活用して、１年
生には意識付け、２
年生には希望の絞り
込み、３年生には進
路実現の支援ができ
たか。 
 
 
②授業展開の工夫や
保護者への説明会等
を通して、特別募集
生徒の個々の希望を
踏まえた社会接続が
実現できたか。 

①各学年、生徒の進路探究の状
況に応じたガイダンス等を実施
した。また各学年でオープンキ
ャンパス等への参加を進めると
ともに、外部模試の結果等も活
用して学習意欲の喚起に努め
た。 
 
 
 
②進路Ｇと各担当者が連携し
て、企業と綿密に連絡を取りつ
つ前期実習等を計画し、合わせ
てインクルーシブ支援員のサポ
ートも受けながら支援を行って
いる。 

①総合型や学校推薦型を希望する
生徒が多く、一般受験も視野に入
れたガイダンス等を一層充実さ
せ、生徒の意識を高める必要があ
る。 
 
 
 
 
 
②蓄積してきた「進路実践」の取
組を継承しながら、特別募集生徒
の人数増や進路の多様化に対応し
た校内体制の見直しが必要と思わ
れる。 

①廊下に進路関係の手作
りの資料が掲示されてお
り、生徒に早いうちから
意識させるきっかけにな
ると感じた。こういった
ものを作成することも生
徒にとって有意義なもの
であると思う。 
 
 
②多様な生徒がいる中
で、それぞれの生徒が自
らやりたいことを探せる
ような支援をしてほし
い。 

①わかりやすい進路資
料を作成し、生徒進路意
識の醸成・向上につとめ
た。 
①探究活動を通じて、
現状を分析し課題を明ら
かにする力を育むキャリ
ア教育を実践した。今後
も南足柄市や地域企業と
の連携を深めたい。 
②「進路実践」を中心
に、企業と連携して前期
実習等を計画し、インク
ルーシブ支援員のサポー
トも受けながら生徒の自
己理解を深めさせる支援
を行った。 

①総合型や学校推薦型を
希望する生徒の増加に対
応したガイダンス等を一
層充実させ、生徒の進路
意識を高める必要があ
る。 
 
 
 
 
②蓄積してきた「進路実
践」の取組を継承しなが
ら、特別募集生徒のみな
らず、多様な進路希望に
対応した校内体制の見直
しを行う。 

４ 
地域等との 
協働 

①インクルーシブ
教育実践推進校と
しての本校の取組
みを地域に情報発
信するとともに、
生徒の地域理解・
研究と地域貢献を
通じ、連携と協働
を推進する。 
 
 
 
 
②地域防災の推進
や情報交換等を通
じて、近隣地域と
の連携を推進す
る。 

①Webページや
他のSNSツール
も活用し、本校
の教育活動や地
域貢献の取組み
を発信する。学
校説明会等の内
容を充実させ
る。 
 
 
 
 
②紙上防災訓練
(緊急時避難、
DIG)や、火災・
地震想定の避難
訓練、避難所開
設訓練を実施
し、地域への協
力体制を整え
る。 

①Webページ等の更新頻
度を上げ、本校の魅力
を分かりやすく発信す
る。学校説明会やオー
プンスクールでは生徒
主体の広報活動を行
う。 
①部活動顧問向けのCMS
講習を実施し、入学希
望の中学生等にタイム
リーな情報発信ができ
る体制を作る。 
 
②校内の防災関係のマ
ニュアルを整備し、地
域防災に貢献できるよ
う近隣自治会や南足柄
市との情報交換を密に
していく。 

①Webページや他の
SNSツールの更新頻度
を上げたり、学校説
明会等で生徒主体の
広報を行ったりする
ことができたか。入
学者選抜における志
願者数が増加した
か。 
 
 
 
 
②近隣地域との情報
交換および連携を密
にし、研修等を通し
て防災避難体制の整
備を進められたか。 

①オープンスクールでは、生徒
が行う学校紹介や学校見学ツア
ーが好評であった。同窓会の協
力を得て学校紹介動画を作成
し、生き生きとした高校生活や
足高の魅力をPRすることができ
た。 
①部活動の活動状況や学校行事
等、Webページは常に新しい情
報が得られるよう更新してい
る。 
 
 
②PTA広報紙を近隣自治会にも
回覧してもらったことで、本校
並びに本校生徒の取組み等を地
域に理解してもらう一助となっ
たと考えている。 
②９月に防災紙上訓練を実施
し、火山災害について生徒が考
える機会をつくった。 

①Xは手軽に情報発信ができるSNS
ツールであるが、現状では利用者
が限られているので、多くの職員
が情報発信できるよう運用方法を
改善する必要がある。 
①PRのための、キャッチフレーズ
やシンボル等の検討をしていきた
い。 
 
 
 
 
 
②今年度は地域を巻き込んだ避難
所開設訓練でなく、生徒が帰宅困
難になった場合を想定した内容に
修正したため、地域防災という点
では手薄になってしまっているこ
とから、今後の実施に際して工夫
が必要である。 

②広報紙を回覧してもら
えたのは良かった。学校
の様子などを積極的に地
域に発信してほしい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②日常的にコミュニケー
ションが取れているわけ
ではないが、美化デーな
どのイベントで顔を合わ
せると生徒の様子がよく
分かるので、こうした機
会を増やしていきたい。 

①Webページの更新頻度
を高くしたり、Ｘの投稿
方法を周知したりして、
最新情報を発信するよう
心掛けるとともに、「ダ
ブルティーチャー」やス
クールカラーを用いてPR
を行った。 
①オープンスクール・説
明会などは好評であった
が、中学生の人数減少も
あり、志願者数は伸び悩
んだ。 
②避難所開設訓練では地
域の方にも参加いただき
交流を深められた。ま
た、PTA広報紙を自治会
で回覧していただき、本
校の取り組みについて知
ってもらう機会をつくる
ことできた。 
②地域美化清掃では住民
の方々とともに活動し、
交流が図れる良い機会と
なった。 

①今後も継続して新鮮な
情報をWebやSNSで発信で
きる方法を考える。学校
案内など紙媒体のツール
も中学生のニーズに合っ
た内容にしていく。中学
校の進路学習会向けの企
画をパッケージ化し接触
機会を増やす。 
①次年度は部活動見学週
間を実施する予定である
が、活発な活動の様子を
見せるには加入率の増加
や活動内容の充実が必須
である。 
 
②PTA広報紙の配付範囲
拡大により、どの程度本
校の取り組みを知っても
らえたか検証する方法を
考える。また、地域防災
等において、期待される
役割について検討する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①学校全体で教育
環境に対する課題
を共有し、校内施
設と教育活動のバ
リアフリー化を進
めるとともに、安
心・安全な学校づ
くりを組織的・計
画的に推進する。 
②不祥事防止に努
め、実効性の高い
組織的な取組みを
行う。 

①職場環境の整
備や業務の精選
を行い、ゆとり
をもって生徒に
対応できる時間
を確保する。 
①生徒の生活環
境を整え、安全
でストレスの少
ない学校生活が
送れるよう配慮
する。 
②不祥事防止研
修を継続的に実
施し、全校体制
での防止策強化
に取り組む。 

①業務内容を見直し、
個人に頼らない仕組み
づくりや業務の整理と
手順の改善を図る。 
①生徒の生活用品の管
理・補充の体制を整え
る。 
 
 
②毎月定期的に不祥事
防止研修を開き、職員
全体に注意喚起すると
ともに、個々に自己点
検を行い、不祥事防止
を自分事としてとらえ
る機会とする。 

①企画会議、グルー
プ・学年の会議等を
通じて業務内容や業
務遂行手順の見直し
を行ったか。 
①事務室と連携を取
り、生活用品の補充
や補修を適切に行っ
たか。 
②場面に応じた注意
点や改善点の共有な
ど、組織的な不祥事
防止を実践できた
か。 

①HR教室のすべての生徒机を、
生徒の体格に合わせて新JIS規
格のものに更新することができ
た。 
 
 
 
 
 
②毎月の職員会議に合わせて、
月ごとのテーマに沿った内容で
不祥事防止研修を実施し、不祥
事防止を自分事としてとらえる
機会とした。 
 

①特別教室等の分は県の予算がつ
いていないので、今後も旧JIS規格
の机を使用することから、現時点
で保有する新品と、更新時に確保
した程度の良いものを大切に使っ
ていく必要がある。 
 
 
 
②些細なことでも気づきや違和感
を放置せず、指摘したり話題にし
たりできる風通しの良い職場づく
りを進めるとともに、定期的な研
修の実施により、不祥事防止の徹
底を図る。 
 

①制服の見直しについて
は、先生方の意見だけで
なく、生徒の意見等も取
り入れて進めてほしい。 
 

①HR教室の生徒用机を規
格の大きいものに入れ替
え、生徒の利便性が向上
した。 
①制服の見直しにあた
り、ネクタイ・リボン・
エンブレムのデザインに
生徒の意見を反映させる
ことができた。 
②定期的な研修により、
不祥事防止に対する意識
を継続することができ
た。今後は定期的な研修
のみならず、日常的に意
識を高める取組みが必要
である。 

①特別教室にある旧 JIS
規格の机について、計画
的に順次入れ替えていく
方向で検討していく。 
 
 
 
 
②面談や研修の機会を通
じて不祥事防止の意識を
全職員が共有するととも
に、職員間で気になる点
を話し合ったり、管理職
に相談したりすることが
しやすく、風通しの良い
職場環境づくりを重ねて
いきたい。 

 


